
こ
こ
が
変
わ
り
ま
し
た

　

多
目
的
広
場
は
、
天
然
芝
か
ら
人
工

芝
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
町
が

採
用
し
て
い
る
人
工
芝
は
、
全
国
的
に

も
高
い
品
質
の
も
の
で
、
熱
中
症
に
な

り
に
く
く
、
長
時
間
運
動
し
て
も
疲
れ

に
く
い
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
に
広
場
内
の
サ
ッ

カ
ー
コ
ー
ト
２
面
が
県
内
で
も
数
少
な

い
Ｊ
Ｆ
Ａ
（
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
）
の

公
認
を
受
け
、
九
州
大
会
な
ど
の
大
き

な
大
会
を
誘
致
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ナ
イ
タ
ー
設
備
も
完
備
さ
れ
、

夜
間
の
利
用
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

今
後
も
ス
ポ
ー
ツ
を
使
っ
た
ま
ち
づ
く

り
の
中
心
と
な
る
施
設
と
し
て
稼
動
し

て
い
く
予
定
で
す
。

運
動
の
す
す
め

　

さ
て
、
運
動
す
る
こ
と
は
た
く
さ
ん

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
年
齢
を
重

ね
る
と
簡
単
な
日
常
動
作
が
難
し
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
運
動
を
し
て
筋

力
が
つ
く
と
階
段
の
上
り
下
り
が
楽
に

な
っ
た
り
、
買
い
物
袋
を
持
つ
の
も
楽

に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
運
動
を

す
る
と
ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果
も
期
待
で
き

ま
す
。
筋
力
が
つ
く
と
寝
て
い
る
時
間

に
も
脂
肪
が
燃
焼
さ
れ
太
り
に
く
い
体

に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

運
動
は
生
活
習
慣
病
な
ど
を
予
防

し
、
ス
ト
レ
ス
を
抑
制
す
る
効
果
も
あ

り
、
さ
ら
に
医
療
費
も
下
が
る
可
能
性

が
あ
る
な
ど
良
い
こ
と
ず
く
め
で
す
。

　

町
運
動
公
園
に
は
、
多
目
的
広
場
を

は
じ
め
、
運
動
を
す
る
た
め
の
施
設
が

多
数
あ
り
ま
す
。
健
康
は
生
涯
の
財
産

で
す
。
健
康
の
た
め
に
皆
さ
ん
も
何
か

運
動
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

　熊本地震復興のシンボルとして平成29年11月にリニュー
アルオープンした町運動公園の多目的広場が１周年を迎えま
した。
　利用者数はリニューアル前より４倍に増え、日ごろ整備を
している役場生涯学習課生涯スポーツ係の皆さんに話を聞
き、施設と運動の魅力をお伝えします。

　その他の施設の紹介

　多目的広場以外にも今年２月
に熊本地震の復旧工事が終わ
り、再開した町総合体育館や、
初心者でも気軽に利用できるト
レーニングルームなど充実した
施設があります。

●施設に関する詳しい情報・利用に関してのお問い合わせ
　役場生涯学習課　生涯スポーツ係　☎096（293）8088

役場生涯学習課
生涯スポーツ係の皆さん

多目的広場
年間利用者数

リニューアル前
H26～H27

21,098

82,403

（人）

リニューアル後
H29～H30

約４倍！
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トレーニングの質が上がりました
　土のグラウンドで練習するよりも
パスやシュートがしやすいです。き
ちんと整備されているので使いや
く、全体的にトレーニングの質が上
がりました。感謝の気持ちを持って
使っています。

けがの心配せず練習に集中
　私は、けがに一番気をつけていま
す。キーパーとして本番を意識する
と、どうしても激しいプレーをして
しまうので、けがが心配です。その
点、多目的広場のサッカー場だと思
い切った練習ができるので、サッ
カー部のレベル向上にも欠かせない
場所になっています。

　広場を部活動で利用し、11月17日に全
国高校サッカー選手権熊本県大会を制し
た大津高校の２人に話を聞きました。

総合体育館 トレーニングルーム

松
まつ

村
むら

龍
りゅう

之
の

介
すけ

さん

水
みず

野
の

雄
ゆう

太
た

さん

災害に備え 地域を地域で守るために　初の避難所運営型防災訓練
　毎年10月下旬に実施される大津町総合防災訓練が10月28日に行われました。今回は初の避難所運営
型の防災訓練を実施。写真とともに当日の様子をお伝えします。

M
o

n
th
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p
 T
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Monthly Pickup Topics

1災害対策本部が設置され、災害時を想定した情報収集が
始まります2指定避難所の大津小体育館に集まる避難住民
の皆さん3周辺地域の行政区嘱託員の皆さんを中心とする
避難所運営は専門的な５つの班に分かれて訓練開始4救護
班は避難者役の人に健康チェック5社会福祉協議会は災害
ボランティアセンターの設置訓練6炊き出し訓練では豚汁
とわかめご飯が作られました7防災士の益田さんの講演で
は貴重な資料を交えながら講演が行われました8会場の外
では大津町消防団が災害時に必要なチェーンソーの訓練を
行いました9一般参加として高校生も参加し、ＡＥＤ訓練や
心臓マッサージ、人工呼吸などを実践していました

1 ■

　午前９時に震度７を想定した防災無線が放送され、
町内の自治会ごとに防災訓練を行いました。
　その後、訓練の中で災害対策本部から避難指示が
出され、大津小学校に指定避難所を設置をすること
になりました。周辺地域の行政区嘱託員の皆さんを
中心に避難所運営の組織を作り、それぞれ専門の班
に分け、地域と行政の枠組みを越えた訓練が行われ
ました。
　炊き出し訓練や、避難をしてきた住民の健康

チェック、仮設トイレ・ダンボールベッドの設置が必
要な人に対するあんしん声かけ訓練などが行われま
した。訓練の最後には防災士の益

ます

田
だ

和
かず

人
と

さん（町）か
ら、日ごろの備えの大切さを説く防災講演もありま
した。会場の体育館の外では、ＡＥＤ訓練やチェーン
ソー訓練など災害時に必要な技能の訓練も。
　参加した人は「災害を想定した訓練は、熊本地震を
少し思い出し、日ごろの備えの大切さ思い出すきっ
かけになった」と話していました。
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　「被災した経験を忘れないこと」はとても大切です。町は滋賀県
大津市と平成28年熊本地震に支援をいただいた縁で平成29年７月、
災害協定を結び、継続的な交流を行っています。
　10月19日には、越

こし

直
なお

美
み

大津市長が町の復興状況や当時の様子を
勉強するために行政視察を行いました。大津市も平成29年10月の
台風21号の被害を受け防災意識がより一層強くなったといいます。
　越市長は、視察の中で被災直後の職員配置、業務の優先順位や、
災害廃棄物置き場の運営方法などを聞き、「勉強した内容を大津町と
大津市のために生かしたい」と話していました。

災害の経験をつなぐ災害の経験をつなぐ

◀研修会の終わりに握手を交わす越大津市長と家入町長

インタビュー
お
手
伝
い
し
ま
す
！

私たちが
紹介します

役場生涯学習課

か

トレーニングルーム

スタッフ　桐
きり

原
はら

正
まさ

喜
き
さん
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